
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ヒョウカ

ホリック

バロック

ロマネスク

14

絶望

24

煉獄

12
墓場（β63）

口論（α91）

星祭り

短冊

大切な人

縁日

立ち並ぶ無数の墓石の中で立つあなた。静まり返った墓地。誰かの墓に花を捧げる。きっと大事な人だったのだろう。しかし、墓に入れなかったあなたは思う。あの墓の下で眠れたなら、その人はきっと幸せなのだろう、と。

誰かが激しい口論をしている。誰と誰だろう。それは、あなた自身のしている口論か。それとも誰かのしている口論を覗いたのか。何を言い争っているのだろう。もっと思い出すべきか、それとも忘れておくべきなのか。

あの日、祭りに行った。 はぐれてしまわぬように、とそっと握られた手を握り返しながら、辺りを見渡す。 初めて耳にする、鋭く、けれど心地よい笛の音や祭囃子、初めて目にする暖かな赤や黄色の灯、行きかう人や数々の露店に目を輝かせたものだ。 けれど、なぜか胸が痛んだのを覚えている。

迷いなく、一度も紙から筆を離すことなく、5枚分の短冊に願いごとを書けば、神様が迎えを送り、願いを叶えてくれるという習わしを聞いたことがある。 彼岸のおまじないというらしい。 あの時の願いは、確か―――。

大切な人がいた。大切に思ってくれる人がいた。 家族、友人、恋人―――どんな関係だったかは思い出せないけれど、あの日までは優しかった。 その人に縁日だって誘われた。 けれど、あの日がどんな日だったか。 あの人の名前も、顔も、何者だったかも。 そして、自身のことですら、今となっては思い出せない。

楽しかった縁日の締めくくり。 暗闇を彩る花火の音を聞き、川のほとりに止まる灯篭の光に背を向けて。 一抹の希望を抱き、あの人が来るのをずっと待っていた。 「―――」 茹るような暑さの中聞こえた幻聴だろうか？ 背後から、私の名を呼ぶ音が聞こえたような気がした。 闇夜に花が咲く音か、それとも自身の心臓の奏でる音か。 鈍く響く大きな破裂音の中でも、あの声は、はっきりと聞こえた。 だから、私は振り向いた。 呼び声に振り向いた瞬間。 私の視界は白く染まった。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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バトルパートにおいて、現在位置から「奈落」方向への移動マニューバを自身を対象として宣言する際、そのマニューバのコストが－１（最低０）される。

肉弾攻撃マニューバの攻撃判定において、出目＋１してもよい。

レベル3変異パーツ獲得

レベル3改造パーツ獲得

肉弾・白兵攻撃におけるダメージ＋１。

おそろいですね……カグラくん……ふふ……

最大行動値＋２。装備箇所にダメージを受けた際、あなたは任意の基本パーツ１つを追加で損傷しなくてはならない。
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肉弾攻撃１

肉弾攻撃１＋切断。

ダメージタイミング、あなたは腕のみ「防御１」を得る。さらに、腕部にある白兵・肉弾攻撃マニューバのダメージ＋１。

肉弾攻撃１

支援１

移動１

好きな色のカラーヒヨコ……のアンデッド。ぴよぴよ

2人がぎこちなく手を繋ぐ写真。記念品。仮面で表情は分からない

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

これ以外の脚部パーツが破損しても、マニューバをそのまま使用してよい。

ダメージタイミング、あなたは脚のみ「防御１」を得る。さらに、バトルパートに自身の移動マニューバで移動に成功したなら、移動前か移動後のエリアの対象１体に、白兵・肉弾攻撃マニューバを１つ使用可。

移動1～2。
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